
解 答
ウ イ・オ 節足１ 問１ 問２ 唄 欝

イ ウ・オ エ・カ ア① Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

カ キ ウ オ ア エ② あ い う え お か

ア イ イ・オ・キ エ・カ問３ 唄 欝 蔚 鰻

紫外線 光合成問４ ① ②

太陽の光がさえぎられて，寒冷化が進んだ。問５

食物連鎖 ア・オ・イ・ウ・エ問６ 唄 欝

ア・イ・オ エ ウ・カ問７ ① ② ③

すい星 めい王星 水星・金星・火星 土星 海王星２ 問１ 問２ 地球 木星 天王星唄 欝

ア オ シ サ蔚 ａ ｂ ｃ ｄ

雨や風によって風化，侵食をうけたから。問３

マグマの熱やいん石の衝突などによって，太陽系の誕生のときのようすが保たれていない可能性があるから。問４

エ １０ アルキメデスの原理３ 問１ 問２唄 欝

１.２ ６８ ３１０ １０問３ (a) (c) (d) (e)

船の内部を空どうにすることによって，船の重さよりも大きな浮力を発生させているから。問４

② ⑨ ⑥・７０.１問５ 問６ 問７

１８８ ０.７５問８ 問９

５２ ８５ ６９４ 問１ 問２ 唄 欝

１０ ア問３ 問４

ろうとの先のとがった方をビーカーの壁につける。問５

Ｂ イ問６ 唄 欝

オ イ・エ ウ問７ 問８ 問９

黄色 ３ 右図問10 唄 欝 蔚

解 説
３ 問１ 水をいっぱいに入れたビーカーをからの水そうに入れておき，ビーカーの水の中に石を入れます。すると，

ビーカーから水があふれるので，このとき水そうにたまった水をメスシリンダーではかれば，石の体積がわかり

ます。

問３ 石の浮力が１０ｇであることから，体積は１０ であることがわかります（ｂ 。また，体積が同じなので安 ）

木片にはたらく浮力も１０ｇです（ｅ 。石，鉄の重さはそれぞれ４２ｇ，７８ｇです。ばねはかりにかかる力）

は浮力の分だけ軽くなるため，鉄をつけたときのばねはかりは６８ｇ（７８－１０）を示します（ｃ 。また，）

木片をつけたときのばねはかりが２.０ｇを示していることから，木片の重さは１２ｇ（２＋１０）なので，

１ あたりの重さは１.２ｇとなります（ａ 。さらに，上ざらはかりにかかる力は，水の重さと物体が水を下向安 ）

きにおす力（浮力の大きさと同じ）の合計なので，石をつけたときの上ざらはかりは３１０ｇ（３００＋１０）

を示します（ｄ 。）

問８ 図２のとき，水の中に入っている石と鉄にはそれぞれ１０ｇの浮力がはたらくため，てこの糸にかかる力は

（図①）のようになります。したがって，おもりの重さは１８８ｇ（２００－１２）になります。

問９ 図３のとき，てこの糸にかかる力は（図②）のようになります。したがって，液体の中の木片と石の合計

２０ に，合計で１５ｇ（１２＋４２－３９）の浮力がはたらいていることになります。液体の１ の重さは安 安

０.７５ｇ(１５÷２０)となります。

（図①） （図②）

頌栄女子学院中学校（理科）平成２３年度 解答と解説

12g
42g

78g

100g(42＋78－20)
10㎝ 20㎝

200g(100× )
20
10

木片

おもり

石

鉄

水

78g
12g

42g

39g(78× )
10㎝ 20㎝

78g

10
20

木片
鉄

石

液体

０
０

４

６

100

残った固体[g]

加えた溶液Ｃ

[安]


